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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジであって、
　約１ミリグラム～約５０ミリグラムのニコチンが含浸された第一の担体材料を含むニコ
チン供与源を含む第一の密封容器と、
　酸供与源を含む第二の密封容器と、
　前記第一の密封容器と前記第二の密封容器との間に配置される、結合要素と、を備え、
　前記第一の密封容器、前記第二の密封容器および前記結合要素が、互いに接続されて前
記カートリッジを形成する、個々の構成要素であり、前記結合要素が、前記第一の密封容
器と前記第二の密封容器との間に実質的に剛直な接続を形成するように、前記第一の密封
容器と前記第二の密封容器の両方に直接的に接続される、カートリッジ。
【請求項２】
　前記結合要素に近位な前記第一の密封容器の端部が、壊れやすいバリアによってシール
される、請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項３】
　前記結合要素に近位な前記第二の密封容器の端部が、壊れやすいバリアによってシール
される、請求項１または２に記載のカートリッジ。
【請求項４】
　前記結合要素に遠位な前記第一の密封容器の端部が、取り外し可能または壊れやすいバ
リアによってシールされ、前記結合要素に遠位な前記第二の密封容器の端部が、取り外し
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可能または壊れやすいバリアによってシールされる、請求項１～３のいずれか１項に記載
のカートリッジ。
【請求項５】
　前記結合要素が、前記第一の容器と前記第二の容器の両方に接合される、請求項１～４
のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項６】
　前記結合要素が、直接的に機械的な接続によって、前記第一の密封容器と前記第二の密
封容器の両方に直接的に接続される、請求項１～４のいずれか１項に記載のカートリッジ
。
【請求項７】
　前記結合要素が、スナップばめ接続によって、前記第一の密封容器と前記第二の密封容
器の両方に直接的に接続される、請求項６に記載のカートリッジ。
【請求項８】
　前記ニコチン供与源が、ニコチンが含浸された第一の担体材料を含む、請求項１～７の
いずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項９】
　前記酸供与源が、乳酸が含浸された第二の担体材料を含む、請求項１～８のいずれか１
項に記載のカートリッジ。
【請求項１０】
　エアロゾル発生システムで使用するためのエアロゾル発生物品であって、
　請求項１～９のいずれか１項に記載のカートリッジと、
　マウスピースと、を備える、エアロゾル発生物品。
【請求項１１】
　前記第二の密封容器が、前記第一の密封容器の下流にある、請求項１０に記載のエアロ
ゾル発生物品。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のカートリッジまたは請求項１０または１１に記載
のエアロゾル発生物品と、
　　前記カートリッジまたは前記エアロゾル発生物品の少なくとも一部分を受けるための
くぼみ、および
　　前記カートリッジの前記ニコチン供与源と前記酸供与源のうち一方または両方を加熱
するためのヒーター、を備える、エアロゾル発生装置と、を備える、エアロゾル発生シス
テム。
【請求項１３】
　前記ヒーターが、前記カートリッジの前記ニコチン供与源と前記酸供与源の両方を加熱
するように構成される、請求項１２に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項１４】
　前記エアロゾル発生装置が、前記カートリッジの前記第一の密封容器と前記第二の密封
容器のうち一方または両方をシールする、１つ以上の壊れやすいバリアを破壊するよう構
成されている、穿孔部材をさらに備える、請求項１３に記載のエアロゾル発生システム。
【請求項１５】
　エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジを製造する方法であって、
　約１ミリグラム～約５０ミリグラムのニコチンが含浸された第一の担体材料を含むニコ
チン供与源を含む第一の密封容器を提供することと、
　酸供与源を含む第二の密封容器を提供することと、
　前記第一の密封容器と前記第二の密封容器との間に配置される結合要素を提供すること
であって、前記第一の密封容器、前記第二の密封容器および前記結合要素が、互いに接続
されて前記カートリッジを形成する、個々の構成要素である、結合要素を提供することと
、
　前記第一の密封容器と前記第二の密封容器との間に実質的に剛直な接続を形成するよう
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に、前記第一の容器と前記第二の容器の両方に前記結合要素を直接的に接続することと、
を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジ、こうしたカートリ
ッジを含むエアロゾル発生システム、およびこうしたカートリッジを製造する方法に関す
る。特に、本発明は、ニコチン塩粒子を含むエアロゾル生成用のエアロゾル発生システム
で使用するためのニコチン供与源および酸供与源を備えたカートリッジ、こうしたカート
リッジを含むエアロゾル発生システム、ならびに、こうしたカートリッジを製造する方法
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ニコチン供与源および揮発性送達促進化合物供与源を備える、ニコチンをユーザーに送
達するための装置が公知である。例えば、国際特許公開公報第２００８／１２１６１０Ａ
１号は、ニコチンおよび揮発性酸（ピルビン酸など）が気相で相互に反応して、ユーザー
によって吸入されるニコチン塩粒子のエアロゾルを形成する装置を開示している。
【０００３】
　貯蔵の間に十分なニコチンおよび酸を保持して、装置の使用に基づいて所望のエアロゾ
ルを生成するために、密封容器内にＷＯ２００８／１２１６１０Ａ１で開示されるタイプ
の装置のニコチン供与源および酸供与源を収容することが提案されてきた。密封容器は、
ニコチン供与源から放出されるニコチン蒸気と酸供与源から放出される酸蒸気との間の反
応を可能にすることが要求される場合に穿孔されて、または別のやり方では、開けられて
、ユーザーによる吸入のためのニコチン塩粒子を含むエアロゾルを形成する。
【０００４】
　しかしながら、密封容器内にＷＯ２００８／１２１６１０Ａ１で開示されるタイプの装
置のニコチン供与源および酸供与源を収容することは、こうしたエアロゾル発生システム
を製造する複雑さおよび費用を不都合に増加させ、こうしたエアロゾル発生システムを製
造する速度を不都合に減少させうる。特に、こうしたエアロゾル発生システムの製造の間
に密封容器を互いに接合するために、紙またはその他の包装材料の層でニコチン供与源お
よび酸供与源を収容する個々の密封容器を囲むことは、複雑であり、時間がかかりうる。
密封容器を接合するこの方法はまた、紙またはその他の包装材料の強度に依存し、エアロ
ゾル発生システム内の所定の場所に個々の密封容器を保持する。エアロゾル発生システム
内の所定の場所に個々の密封容器を保持することを支持するために、接着剤が、紙または
その他の包装材料の層で個々の密封容器を囲む前に、ニコチン供与源および酸供与源を収
容する個々の密封容器のそれぞれに加えられうる。しかしながら、個々の密封容器のそれ
ぞれへの接着剤の適用は、エアロゾル発生システムを製造する複雑さおよび費用を不都合
にさらに増加させ、エアロゾル発生システムを製造する速度を不都合にさらに減少させる
。
【０００５】
　個々の密封容器に収容されるニコチン供与源および酸供与源を備え、接着剤の適用なし
に単純にかつ迅速に組み立てられうる、ニコチン塩粒子を含むエアロゾルを発生させるた
めのエアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジを提供することが望ましい。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明によると、エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジであって、ニ
コチン供与源を含む第一の密封容器と、酸供与源を含む第二の密封容器と、第一の密封容
器と第二の密封容器との間に配置される結合要素と、を備え、結合要素が、第一の密封容
器と第二の密封容器との間に実質的に剛直な接続を形成するように、第一の密封容器と第
二の密封容器の両方に直接的に接続される、カートリッジが提供される。
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【０００７】
　本発明によれば、エアロゾル発生システムで使用するためのエアロゾル発生物品であっ
て、本発明によるカートリッジと、マウスピースと、を備えるエアロゾル発生物品がまた
提供されている。
【０００８】
　本発明によると、本発明によるカートリッジまたは本発明によるエアロゾル発生物品と
、カートリッジまたはエアロゾル発生物品の少なくとも一部分を受けるためのくぼみ、お
よびカートリッジの第一の密封容器と第二の密封容器とのうち一方または両方を加熱する
ためのヒーターを備えるエアロゾル発生装置と、を備えるエアロゾル発生システムが追加
的に提供される。
【０００９】
　本発明によると、エアロゾル発生システムで使用するためのカートリッジを製造する方
法であって、ニコチン供与源を含む第一の密封容器を提供することと、酸供与源を含む第
二の密封容器を提供することと、第一の密封容器と第二の密封容器との間に配置される結
合要素を提供することと、第一の密封容器と第二の密封容器との間に実質的に剛直な接続
を形成するように、第一の容器と第二の容器の両方に結合要素を直接的に接続することと
、を含む方法がさらに提供される。
【００１０】
　第一の密封容器、第二の密封容器および結合要素は、互いに接続されて、カートリッジ
を形成する個々の構成要素である。
【００１１】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「直接的に接続される」という用語は、
結合要素が、接着剤、または例えば、ラッパーなどのその他の追加的な個々の構成要素を
使用することなく、第一の密封容器と第二の密封容器の両方に接続されることを意味する
。
【００１２】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「実質的に剛直な接続」という用語は、
結合要素が、第一の密封容器および第二の密封容器に直接的に接続されると、第一の密封
容器および第二の密封容器のカートリッジ内での互いに対する移動を実質的に防ぐことを
意味する。すなわち、結合要素は、第一の密封容器および第二の密封容器に直接的に接続
されると、第一の密封容器および第二の密封容器をカートリッジ内での互いに対する実質
的に固定された位置に保持する。
【００１３】
　第一の密封容器と第二の密封容器の両方に結合要素を直接的に接続することによって第
一の密封容器を第二の密封容器に接合することは、有利には、本発明によるカートリッジ
が接着剤の適用なしに確実にかつ一貫的に組み立てられることを可能にする。これにより
、有利には、密封容器が紙またはその他の包装材料の外側ラッパーで密封容器を囲むこと
によって接合される、先行技術のシステムと比較して、本発明によるカートリッジおよび
エアロゾル発生物品を製造する複雑さおよび費用が低減される。これにより、有利には、
密封容器が紙またはその他の包装材料の外側ラッパーで密封容器を囲むことによって接合
される、先行技術のシステムと比較して、本発明によるカートリッジおよびエアロゾル発
生物品を製造する速度も増加する。
【００１４】
　第一の密封容器と第二の密封容器の両方に結合要素を直接的に接続することによって第
一の密封容器を第二の密封容器に接合することにより、有利には、密封容器が紙またはそ
の他の包装材料の外側ラッパーで密封容器を囲むことによって接合される、先行技術のシ
ステムと比較して、本発明によるカートリッジおよびエアロゾル発生物品を製造する複雑
さおよび費用が低減される。
【００１５】
　結合要素は、任意の適切な手段によって、第一の密封容器および第二の密封容器に直接
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的に接続されうる。適切な手段は、例えば、超音波接合、レーザ接合、高温圧力接合およ
び低温圧力接合などの接合、ならびに例えば、ねじ付きの接続、プレスばめ接続およびス
ナップばめ接続などの直接的に機械的な接続を含むが、これらに限定されない。
【００１６】
　当然のことながら、第一の密封容器および第二の密封容器に結合要素を直接的に接続す
るための手段の適性は、第一の密封容器、第二の密封容器および結合要素がそれから作ら
れる、材料に依存しうる。
【００１７】
　第一の密封容器は、雄型の機械的なコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を
第一の密封容器に直接的に接続するために第一の密封容器の雄型の機械的なコネクタとか
み合うように構成される、雌型の機械的なコネクタを備えてもよい。例えば、第一の密封
容器は、雄型のねじ状のコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を第一の密封容
器に直接的に接続するために第一の密封容器の雄型のねじ状のコネクタとかみ合うように
構成される、雌型のねじ状のコネクタを備えてもよい。
【００１８】
　第一の密封容器は、雌型の機械的なコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を
第一の密封容器に直接的に接続するために第一の密封容器の雌型の機械的なコネクタとか
み合うように構成される、雄型の機械的なコネクタを備えてもよい。例えば、第一の密封
容器は、雌型のスナップばめコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を第一の密
封容器に直接的に接続するために第一の密封容器の雌型のスナップばめコネクタとかみ合
うように構成される、雄型のスナップばめコネクタを備えてもよい。
【００１９】
　第二の密封容器は、雄型の機械的なコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を
第二の密封容器に直接的に接続するために第二の密封容器の雄型の機械的なコネクタとか
み合うように構成される、第二の機械的なコネクタを備えてもよい。例えば、第二の密封
容器は、雄型のねじ状のコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を第二の密封容
器に直接的に接続するために第二の密封容器の雄型のねじ状のコネクタとかみ合うように
構成される、雌型のねじ状のコネクタを備えてもよい。
【００２０】
　第二の密封容器は、雌型の機械的なコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を
第二の密封容器に直接的に接続するために第二の密封容器の雌型の機械的なコネクタとか
み合うように構成される、雄型の機械的なコネクタを備えてもよい。例えば、第二の密封
容器は、雌型のスナップばめコネクタを含んでもよく、結合要素は、結合要素を第二の密
封容器に直接的に接続するために第二の密封容器の雌型のスナップばめコネクタとかみ合
うように構成される、雄型のスナップばめコネクタを備えてもよい。
【００２１】
　結合要素は、同様の手段によって、第一の密封容器および第二の密封容器に直接的に接
続されうる。例えば、結合要素は、接合によって第一の密封容器と第二の密封容器の両方
に直接的に接続されてもよく、または結合要素は、ねじ状の接続、プレスばめ接続または
スナップばめ接続などの機械的な接続によって、第一の密封容器と第二の密封容器の両方
に直接的に接続されてもよい。
【００２２】
　結合要素は、異なる手段によって、第一の密封容器および第二の密封容器に直接的に接
続されうる。例えば、結合要素は、接合によって第一の密封容器に直接的に接続され、ね
じ状の接続、プレスばめ接続またはスナップばめ接続などの機械的な接続によって、第二
の密封容器に直接的に接続されてもよい。
【００２３】
　有利には、結合要素は、同様の手段によって、第一の密封容器および第二の密封容器に
直接的に接続される。このことは、第一の密封容器と第二の密封容器の両方への結合要素
の直接的な接続を容易にしうる。
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【００２４】
　カートリッジの第一の密封容器および第二の密封容器は、任意の適切な材料または材料
の組み合わせで形成されうる。適切な材料には、アルミニウム、ポリエーテルエーテルケ
トン（ＰＥＥＫ）、ポリイミド（Ｋａｐｔｏｎ（登録商標）など）、ポリエチレンテレフ
タラート（ＰＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリプ
ロピレン（ＰＰ）、ポリスチレン（ＰＳ）、フッ化エチレンプロピレン（ＦＥＰ）、ポリ
テトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリオキシメチレン（ＰＯＭ）、エポキシ樹脂、
ポリウレタン樹脂、ビニル樹脂、液晶ポリマー（ＬＣＰ）、および修飾ＬＣＰ（黒鉛また
はガラス繊維を含むＬＣＰなど）が含まれるがこれらに限定されない。
【００２５】
　結合要素は任意の適切な材料からなってもよい。いくつかの実施形態では、結合要素は
、第一の密封容器および第二の密封容器と同様の材料からなってもよい。その他の実施形
態では、結合要素は、第一の密封容器および第二の密封容器と異なる材料からなってもよ
い。
【００２６】
　カートリッジの第一の密封容器の形状および寸法は、望ましい量のニコチンがカートリ
ッジ内に収容可能になるように選択されうる。
【００２７】
　カートリッジの第二の密封容器の形状および寸法は、望ましい量の酸がカートリッジ内
に収容可能になるように選択されうる。
【００２８】
　カートリッジの第一の密封容器と第二の密封容器の形状および寸法は、同じであっても
よく、または異なっていてもよい。
【００２９】
　有利には、第一の密封容器と第二の密封容器の形状および寸法は、実質的に同じである
。実質的に同じ形状および寸法を有する第一の密封容器と第二の密封容器を提供すること
は、第一の密封容器と第二の密封容器の両方への結合要素の直接的な接続を容易にしうる
。
【００３０】
　有利には、第一の密封容器および第二の密封容器は、実質的に円柱状である。そのよう
な実施形態では、有利には、結合要素もまた、実質的に円柱状でありうる。例えば、結合
要素は、中空の実質的な円柱形状を有してもよい。
【００３１】
　カートリッジは、任意の適切な形状を持ちうる。
【００３２】
　例えば、カートリッジは実質的に円柱状でもよい。
【００３３】
　カートリッジは、任意の適切なサイズを持ちうる。
【００３４】
　例えば、カートリッジは、約５ミリメートル～約５０ミリメートルの長さを有しうる。
有利には、カートリッジは、約１０ミリメートル～約２０ミリメートルの長さを有しうる
。
【００３５】
　例えば、カートリッジは、約４ミリメートル～約１０ミリメートルの幅と、約４ミリメ
ートル～約１０ミリメートルの高さとを有しうる。有利には、カートリッジは、約６ミリ
メートル～約８ミリメートルの幅と、約６ミリメートル～約８ミリメートルの高さとを有
しうる。
【００３６】
　ニコチン供与源を含む第一の密封容器および酸供与源を含む第二の密封容器のうち一方
または両方は、１つ以上の壊れやすいバリアによってシールされうる。例えば、カートリ
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ッジの第一の密封容器と第二の密封容器のうち一方または両方は、１つ以上の穿孔可能な
シールによってシールされうる。
【００３７】
　そのような実施形態では、エアロゾル発生システムにおけるカートリッジの使用前に、
１つ以上の壊れやすいバリアは、破壊されて、カートリッジを通じる空気流が可能となる
。
【００３８】
　１つ以上の壊れやすいバリアは任意の適切な材料で形成されうる。例えば、１つ以上の
壊れやすいバリアは金属の箔またはフィルムで形成されうる。
【００３９】
　ニコチン供与源を含む第一の密封容器および酸供与源を含む第二の密封容器のうち一方
または両方は、１つ以上の取り外し可能なバリアによってシールされうる。例えば、カー
トリッジの第一の密封容器と第二の密封容器のうち一方または両方は、１つ以上の剥ぎ取
り式シールによってシールされうる。
【００４０】
　そのような実施形態では、エアロゾル発生システムにおけるカートリッジの使用前に、
１つ以上の取り外し可能なバリアは、取り外されて、カートリッジを通じる空気流が可能
となる。
【００４１】
　１つ以上の取り外し可能なバリアは任意の適切な材料で形成されうる。例えば、１つ以
上の取り外し可能なバリアは金属の箔またはフィルムで形成されうる。
【００４２】
　有利には、結合要素に近位な第一の密封容器の端部は、壊れやすいバリアによってシー
ルされる。
【００４３】
　有利には、結合要素に近位な第二の密封容器の端部は、壊れやすいバリアによってシー
ルされる。
【００４４】
　有利には、結合要素に近位な第一の密封容器の端部は、壊れやすいバリアによってシー
ルされ、結合要素に近位な第二の密封容器の端部は、壊れやすいバリアによってシールさ
れる。
【００４５】
　有利には、結合要素に遠位な第一の密封容器の端部は、取り外し可能または壊れやすい
バリアによってシールされる。
【００４６】
　有利には、結合要素に遠位な第二の密封容器の端部は、取り外し可能な壊れやすいバリ
アによってシールされる。
【００４７】
　有利には、結合要素に遠位な第一の密封容器の端部は、取り外し可能または壊れやすい
バリアによってシールされ、結合要素に遠位な第二の密封容器の端部は、取り外し可能ま
たは壊れやすいバリアによってシールされる。
【００４８】
　有利には、カートリッジの第一の密封容器は、ニコチンが含浸された第一の担体材料を
含む、ニコチン供与源を含む。
【００４９】
　エアロゾル発生システムにおけるカートリッジの使用前に、第一の密封容器と第二の密
封容器をシールする取り外し可能なバリアおよび壊れやすいバリアは取り外され、または
破壊されて、カートリッジを通じる空気流が可能となる。
【００５０】
　取り外されること、または破壊されることに従って、第一の容器および第二の容器　
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本発明に関連して本明細書で使用される場合、「ニコチン」という用語は、ニコチン、ニ
コチン塩基、またはニコチン塩を記述するために使用される。
【００５１】
　有利には、カートリッジの第一の密封容器は、約１ミリグラム～約５０ミリグラムのニ
コチンが含浸された第一の担体材料を含む、ニコチン供与源を含む。第一の担体材料がニ
コチン塩基またはニコチン塩が含浸された実施形態では、本明細書で列挙したニコチンの
量は、それぞれニコチン塩基の量またはイオン化されたニコチンの量である。
【００５２】
　第一の担体材料は、水性溶媒または非水性溶媒中の液体ニコチンまたはニコチン溶液で
含浸されうる。
【００５３】
　第一の担体材料は、天然ニコチンまたは合成ニコチンで含浸されうる。
【００５４】
　酸供与源は、有機酸または無機酸を含みうる。
【００５５】
　酸供与源は、有利には有機酸を含み、より有利にはカルボン酸を含み、最も有利にはα
－ケト酸もしくは２－オキソ酸または乳酸を含む。
【００５６】
　有利には、酸供与源は、３－メチル－２－オキソペンタン酸、ピルビン酸、２－オキソ
ペンタン酸、４－メチル－２－オキソペンタン酸、３－メチル－２－オキソブタン酸、２
－オキソオクタン酸、乳酸、およびこれらの組み合わせからなる群より選択された酸を含
む。有利には、酸供与源は、ピルビン酸または乳酸を含む。さらに有利には、酸供与源は
乳酸を含む。
【００５７】
　有利には、カートリッジの第二の密封容器は、酸が含浸された第二の担体材料を含む酸
供与源を含有する。
【００５８】
　第一の担体材料および第二の担体材料は、同じであってもよく、または異なっていても
よい。
【００５９】
　有利には、第一の担体材料および第二の担体材料は、約０．１グラム／立法センチメー
トル～約０．３グラム／立法センチメートルの密度を有する。
【００６０】
　有利には、第一の担体材料および第二の担体材料は、約１５パーセント～約５５パーセ
ントの空隙率を有する。
【００６１】
　第一の担体材料および第二の担体材料は、ガラス、セルロース、セラミック、ステンレ
ス鋼、アルミニウム、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン、ポリエチレンテレフタラ
ート（ＰＥＴ）、ポリ（シクロヘキサンジメチレンテレフタラート）（ＰＣＴ）、ポリブ
チレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、延伸ポリ
テトラフルオロエチレン（ｅＰＴＦＥ）およびＢＡＲＥＸ（登録商標）のうちの１つ以上
を含んでもよい。
【００６２】
　第一の担体材料は、ニコチン用の貯蔵部としての役目をする。
【００６３】
　有利には、第一の担体材料は、ニコチンに対して化学的に不活性である。
【００６４】
　第一の担体材料は、任意の適切な形状およびサイズを持ちうる。例えば、第一の担体材
料は、シート、プラグまたは管の形態でありうる。例えば、第一の担体材料は、実質的に
円柱状のプラグ、または実質的に円柱状の中空管の形態でありうる。
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【００６５】
　第一の担体材料の形状、サイズ、密度、および空隙率は、第一の担体材料が望ましい量
のニコチンを含浸できるように選択されうる。
【００６６】
　有利には、カートリッジの第一の密封容器は、風味剤をさらに含みうる。適切な風味剤
は、メントールを含むが、これに限定されない。
【００６７】
　第二の担体材料は、酸用の貯蔵部としての役目をする。
【００６８】
　有利には、第二の担体材料は、酸に対して化学的に不活性である。
【００６９】
　第二の担体材料は、任意の適切な形状およびサイズを持ちうる。例えば、第二の担体材
料はシート、プラグまたは管の形態でありうる。例えば、第二の担体材料は、実質的に円
柱状のプラグ、または実質的に円柱状の中空管の形態でありうる。
【００７０】
　第二の担体材料の形状、サイズ、密度、および空隙率は、第二の担体材料が望ましい量
の酸を含浸できるように選択されうる。
【００７１】
　有利には、カートリッジの第二の密封容器は、約２ミリグラム～約６０ミリグラムの乳
酸が含浸された第二の担体材料を含む乳酸供与源を含有する。
【００７２】
　適切な反応化学量論を達成するために必要なニコチンと酸の比は、第一の密封容器の容
積を第二の密封容器の容積に対して変動させることにより制御されてバランスを取りうる
。
【００７３】
　カートリッジは、ニコチン供与源および酸供与源のうち一方または両方を誘導加熱する
ためのサセプタをさらに含みうる。
【００７４】
　本発明によると、エアロゾル発生システムで使用するためのエアロゾル発生物品であっ
て、ニコチン供与源を含む第一の密封容器と、酸供与源を含む第二の密封容器と、第一の
密封容器と第二の密封容器との間に配置される結合要素であって、第一の密封容器と第二
の密封容器との間に実質的に剛直な接続を形成するように、第一の密封容器と第二の密封
容器の両方に直接的に接続される、結合要素と、マウスピースと、を備えるカートリッジ
、を備えるエアロゾル発生物品がまた提供される。
【００７５】
　「近位」「遠位」「上流」および「下流」という用語は、本発明に関連して本明細書で
使用される時、本発明によるエアロゾル発生物品の、構成要素または構成要素の部分の相
対的位置を描写するために使用される。
【００７６】
　本発明によるエアロゾル発生物品は、使用時にユーザーに送達するために、それを通し
てニコチン塩粒子のエアロゾルがエアロゾル発生物品を抜け出る近位端を備える。近位端
は口側の端と呼ばれることもある。使用時に、エアロゾル発生物品によって発生したエア
ロゾルを吸い込むために、ユーザーはエアロゾル発生物品の近位端を吸い込む。エアロゾ
ル発生物品は、近位端と対向する遠位端を備える。
【００７７】
　ユーザーがエアロゾル発生物品の近位端で吸い込む時、空気はエアロゾル発生物品に引
き出され、カートリッジを通過し、その近位端でマウスピースを通じてエアロゾル発生物
品から出る。エアロゾル発生物品の構成要素、または構成要素の部分は、エアロゾル発生
物品の近位端と遠位端との間の相対的な位置に基づき、互いに上流または下流にあるもの
として描写されうる。
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【００７８】
　「長手方向」という用語は本明細書で使用される時、エアロゾル発生物品の近位端とそ
れに対向する遠位端との間の方向を描写するために使用され、また「横断」という用語は
、長手方向と直角をなす方向を描写するために使用される。
【００７９】
　本明細書で使用される時、「長さ」という用語は、本発明によるエアロゾル発生物品の
構成要素または構成要素の部分の遠位端と近位端との間の最大長手方向寸法を意味する。
【００８０】
　本発明に関連して本明細書で使用される場合、「高さ」および「幅」という用語は、長
手方向に対して直角をなす、カートリッジまたはエアロゾル発生システムの、構成要素ま
たは構成要素の部分の最大横断寸法を描写するために使用される。本発明によるエアロゾ
ル発生物品の構成要素または構成要素の部分の高さと幅とが同じではない場合、「幅」と
いう用語は、長手方向に対して直角をなす２つの横断寸法のうちの大きい方を表すために
使用される。
【００８１】
　マウスピースは、エアロゾル発生物品の近位端にある。カートリッジは、マウスピース
の上流にある。
【００８２】
　第二の密封容器は、第一の密封容器の上流または下流にあってもよい。有利には、第二
の密封容器は、第一の密封容器の下流にある。
【００８３】
　マウスピースはフィルターを備えてもよい。フィルターは、低い粒子濾過効率または非
常に低い粒子濾過効率を有する場合がある。
【００８４】
　マウスピースは中空管を備えてもよい。
【００８５】
　マウスピースは１つ以上のエアロゾル修飾剤を備えてもよい。例えば、移動セクション
は、１つ以上の風味剤、１つ以上の化学感覚剤、またはそれらの組み合わせを備えてもよ
い。
【００８６】
　マウスピースは、カートリッジの第一の密封容器内のニコチンおよび第二の密封内の酸
が涸渇すると廃棄されるように設計されうる。そのような実施形態では、エアロゾル発生
物品は全体的に、第一の密封容器内のニコチンおよび第二の密封内の酸が涸渇すると廃棄
されるように設計されうる。
【００８７】
　マウスピースは、再利用可能であるように設計されうる。そのような実施形態では、マ
ウスピースは、エアロゾル発生物品のカートリッジに取り外し可能に取り付けられるよう
に構成されうる。
【００８８】
　エアロゾル発生物品は、カートリッジとマウスピースとの間に配置される、移動セクシ
ョンをさらに備えてもよい。
【００８９】
　そのような実施形態では、移動セクションは、１つ以上のエアロゾル修飾剤を含みうる
。例えば、移動セクションは、１つ以上の風味剤、１つ以上の化学感覚剤、またはそれら
の組み合わせを備えてもよい。
【００９０】
　エアロゾル発生物品の形状および寸法は、紙巻たばこ、葉巻、または細い葉巻などの可
燃性喫煙物品の形状や寸法をまねてもよい。有利には、エアロゾル発生物品の形状および
寸法は、紙巻たばこの形状および寸法をまねてもよい。
【００９１】
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　本発明によると、ニコチン供与源を含む第一の密封容器、酸供与源を含む第二の密封容
器、第一の密封容器と第二の密封容器との間に配置される結合要素であって、第一の密封
容器と第二の密封容器との間に実質的に剛直な接続を形成するように、第一の密封容器と
第二の密封容器の両方に直接的に接続される、結合要素、およびマウスピースを備えるカ
ートリッジと、カートリッジの少なくとも一部分を受けるためのくぼみ、ならびにカート
リッジのニコチン供与源および酸供与源のうち一方または両方を加熱するためのヒーター
を備えるエアロゾル発生装置と、を備えるエアロゾル発生システムが提供される。
【００９２】
　本発明によると、ニコチン供与源を含む第一の密封容器、酸供与源を含む第二の密封容
器、第一の密封容器と第二の密封容器との間に配置される結合要素であって、第一の密封
容器と第二の密封容器との間に実質的に剛直な接続を形成するように、第一の密封容器と
第二の密封容器の両方に直接的に接続される、結合要素、およびマウスピースを備えるカ
ートリッジを備える、エアロゾル発生物品と、カートリッジの少なくとも一部分を受ける
ためのくぼみ、ならびにカートリッジのニコチン供与源および酸供与源のうち一方または
両方を加熱するためのヒーターを備えるエアロゾル発生装置と、を備えるエアロゾル発生
システムがまた提供される。
【００９３】
　有利には、エアロゾル発生装置のくぼみの長さは、エアロゾル発生物品がエアロゾル発
生装置のくぼみで受けられる時に、エアロゾル発生物品のマウスピースが、エアロゾル発
生装置のくぼみから突出するように、エアロゾル発生物品の長さよりも短い。
【００９４】
　有利には、エアロゾル発生装置は再使用可能であるように設計される。
【００９５】
　有利には、エアロゾル発生装置は、カートリッジのニコチン供与源および酸供与源の両
方を加熱するためのヒーターを備える。
【００９６】
　カートリッジまたはエアロゾル発生物品をくぼみ内に受ける時に、ヒーターは、カート
リッジの少なくとも一部分を囲むように配置されうる。
【００９７】
　ヒーターは電気ヒーターとしうる。ヒーターは抵抗ヒーターとしうる。
【００９８】
　ヒーターは、誘導性のヒーターであってもよく、カートリッジは、ニコチン供与源およ
び酸供与源のうち一方または両方を誘導加熱するためのサセプタを含みうる。
【００９９】
　有利には、ヒーターは、カートリッジのニコチン供与源と酸供与源とを、約２５０℃未
満の温度に加熱するように構成される。より有利には、ヒーターは、カートリッジのニコ
チン供与源と酸供与源とを、約８０℃～約１５０℃の間の温度に加熱するように構成され
る。
【０１００】
　有利には、ヒーターは、カートリッジのニコチン供与源および酸供与源を実質的に同じ
温度に加熱するように構成される。
【０１０１】
　本発明に関連して本明細書で使用される「実質的に同じ温度」という用語は、ヒーター
に関して対応する位置で測定されるカートリッジのニコチン供与源と酸供与源との間の温
度の違いが約３℃未満であることを意味する。
【０１０２】
　カートリッジのニコチン供与源および酸供与源のうち一方または両方を周囲温度よりも
高い温度に加熱することで、ニコチン供与源および酸供与源からそれぞれ放出されるニコ
チン蒸気および酸蒸気の量の制御が許容される。これにより、有利には、ニコチンおよび
酸の蒸気濃度を制御し、かつ比例的に均衡を取って効率的な反応化学量論を得ることがで
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きる。有利にも、これはニコチン塩粒子のエアロゾルの形成の効率、およびユーザーへの
送達の一貫性を改善する。また有利には、未反応のニコチン蒸気および未反応の酸蒸気の
ユーザーへの送達が低減される。
【０１０３】
　エアロゾル発生装置は、ヒーターへ電力を供給するための電源と、電源からヒーターへ
の電力供給を制御するよう構成されたコントローラとをさらに含みうる。
【０１０４】
　エアロゾル発生装置は、ヒーターの温度と、カートリッジのニコチン供与源および酸供
与源のうち一方または両方の温度とを、検出するように構成された１つ以上の温度センサ
ーをさらに含みうる。こうした実施形態では、コントローラは、検出した温度に基づいて
ヒーターへの電力供給を制御するように構成されうる。
【０１０５】
　あらかじめ上述したように、ニコチン供与源を含む第一の密封容器および酸供与源を含
む第二の密封容器のうち一方または両方は、１つ以上の壊れやすいバリアによってシール
されうる。こうした実施形態では、エアロゾル発生装置は、有利には、カートリッジの第
一の密封容器と第二の密封容器のうち一方または両方をシールする１つ以上の壊れやすい
バリアを破壊するよう構成されている、穿孔部材をさらに含む。
【０１０６】
　穿孔部材は、エアロゾル発生装置のくぼみ内の中央に位置し、くぼみの長手方向軸に沿
って延びうる。
【０１０７】
　誤解を避けるために、本発明の１つの態様に関する上述の特徴は、本発明の他の態様に
適用されてもよい。特に、本発明によるカートリッジに対する上述の特徴はまた、本発明
によるエアロゾル発生物品およびエアロゾル発生システムに適切な場合、関連しうるとと
もに、逆もまた同じである。
　ここで、添付図面を参照しながら本発明に関してさらに説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】図１は、エアロゾル発生物品およびエアロゾル発生装置を含む、本発明の実施形
態によるエアロゾル発生システムの長手方向の概略断面図を示す。
【図２】図２は、図１のエアロゾル発生システムで使用するための本発明の第一の実施形
態による、カートリッジを示す。
【図３】図３は、図１のエアロゾル発生システムで使用するための本発明の第二の実施形
態による、カートリッジを示す。
【発明を実施するための形態】
【０１０９】
　図１に示される本発明の実施形態によるエアロゾル発生システム２は、エアロゾル発生
物品４およびエアロゾル発生装置６を備える。
【０１１０】
　示される実施形態では、エアロゾル発生物品４は、使用後に廃棄される一体型の消費可
能なものとして構成され、細長い円柱形状を有する。エアロゾル発生物品４は、カートリ
ッジ８、移動セクション１０およびマウスピース１２を備える。カートリッジ８と、移動
セクション１０と、マウスピース１２とは、直列にかつエアロゾル発生物品４の中に同軸
に整列して配置されている。カートリッジ８は、エアロゾル発生物品４の遠位端に位置す
る。移動セクション１０は、カートリッジ８のすぐ下流に位置する。マウスピース１２は
、エアロゾル発生物品４の近位端で移動セクション１０のすぐ下流に位置する。カートリ
ッジ８、移動セクション１０およびマウスピース１２は、その他の包装材料の紙の外側ラ
ッパー（図示せず）で囲まれる。
【０１１１】
　カートリッジ８は、ニコチン供与源（図示せず）を含む第一の容器１４と、酸供与源（
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図示せず）を含む第二の容器１６と、結合要素１８と、を備える。結合要素１８は、第一
の容器１４と第二の容器１６との間に配置される。結合要素１８は、第一の容器１４と第
二の容器１６との間に実質的に剛直な接続を形成するように、第一の容器１４と第二の容
器１６の両方に直接的に接続される。
【０１１２】
　示される実施形態では、カートリッジ８の第一の容器１４内のニコチン供与源は、ニコ
チンが含浸された第一の担体材料を含む。カートリッジ８の第二の容器１６内の酸供与源
は、乳酸が含浸された第二の担体材料を含む。
【０１１３】
　エアロゾル発生装置８は、エアロゾル発生物品４を受けるよう構成される、細長い円柱
状のくぼみを含む。図１に示すように、エアロゾル発生物品４の遠位端がエアロゾル発生
装置６のくぼみの中へと挿入された時に、エアロゾル発生物品４の近位端にあるマウスピ
ース１０がエアロゾル発生装置６のくぼみから突出するように、くぼみの長さはエアロゾ
ル発生物品４の長さよりも短い。
【０１１４】
　エアロゾル発生装置６は、電源２０、制御回路２２、およびヒーター２４をさらに備え
る。制御回路２２は、電源２０からヒーター２４への電力供給を制御するように構成され
る。示される実施形態では、電源２０は電池であり、ヒーター２４は電気ヒーターである
。図１に示すように、ヒーターは、エアロゾル発生物品４のカートリッジ８の第一の容器
１４、第二の容器１６および結合要素１８を囲むように、くぼみの上流部分の周囲に位置
付けられ、くぼみの周囲に延在する。
【０１１５】
　エアロゾル発生物品４の遠位端のエアロゾル発生装置６のくぼみ内への挿入の前に、カ
ートリッジ８の第一の容器１４の遠位端および近位端は、一対の対向する壊れやすいバリ
ア１９によってシールされ、カートリッジ８の第二の容器１６の遠位端および近位端は、
一対の対向する壊れやすいバリア１９によってシールされる。示される実施形態では、カ
ートリッジ８の第一の容器１４および第二の容器１６の近位端および遠位端をシールする
壊れやすいバリア１９は、アルミニウムフィルムから作られる。
【０１１６】
　エアロゾル発生装置６はまた、穿孔部材２６をさらに備える。穿孔部材２６は、エアロ
ゾル発生装置６のくぼみ内の中央に位置し、くぼみの長手方向軸に沿って延在する。穿孔
部材は、シャフト部分、およびシャフト部分の自由端にある穿孔部分を備える。
【０１１７】
　使用時に、エアロゾル発生物品６の遠位端がエアロゾル発生装置６のくぼみの中へと挿
入されると、エアロゾル発生装置６の穿孔部材２６は、エアロゾル発生物品６の中へと挿
入される。穿孔部材の穿孔部分は、カートリッジ８の第一の容器１４の遠位端および近位
端をシールする一対の対向する壊れやすいバリアと、カートリッジ８の第二の容器１６の
遠位端および近位端をシールする一対の対向する壊れやすいバリアと、を破壊する。この
ことは、カートリッジ８の第一の容器１４、結合要素１８および第二の容器１６ならびに
移動セクション１０を通じて下流のエアロゾル発生物品４の遠位端から、エアロゾル発生
物品４の近位端のマウスピース１２へとエアロゾル発生物品４を通じて延在する気流経路
を形成する。
【０１１８】
　エアロゾル発生物品６がエアロゾル発生装置４のくぼみ内に挿入されると、エアロゾル
発生装置６のヒーター２６は、エアロゾル発生物品４のカートリッジ８の第一の容器１４
および第二の容器１６を加熱し、ユーザーは、エアロゾル発生物品４の近位端にあるマウ
スピース１２で吸い込んで、気流経路に沿ってエアロゾル発生物品４を通じて空気を引き
出す。
【０１１９】
　ユーザーが気流経路に沿ってエアロゾル発生物品４を通じて空気を引き出すのに従って
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抜ける時に引き出された空気内に放出され、酸供与源からの乳酸蒸気は、空気がカートリ
ッジ８の第二の容器１６を通り抜ける時に引き出された空気内に放出される。ニコチン蒸
気は、カートリッジ８の第二の容器１６およびエアロゾル発生物品４の移動セクション１
０における気相で乳酸蒸気と反応して、ニコチン乳酸塩粒子のエアロゾルを形成し、これ
がエアロゾル発生物品４の近位端にあるマウスピース１２を通してユーザーに送達される
。
【０１２０】
　図２は、図１に示したエアロゾル発生システム２で使用するための本発明の第一の実施
形態による、カートリッジを示す。この実施形態では、カートリッジ８の結合要素１８は
、アルミニウムから作られ、中空の実質的な円柱形状を有する。
【０１２１】
　図２に示すように、結合要素１８は、第一の容器１４の端部をシールするアルミニウム
フィルムで作られた一対の対向する壊れやすいバリア２２のうちの一方に、結合要素１８
の第一の端を接合することによって、ニコチン供与源を含む第一の容器１４に直接的に接
続される。結合要素１８は、第二の容器１６の端部をシールするアルミニウムフィルムで
作られた一対の対向する壊れやすいバリア２２のうちの一方に、結合要素１８の第二の端
を接合することによって、酸供与源を含む第二の容器１６に直接的に接続される。結合要
素１８は、第一の密封容器１４と第二の密封容器１６との間に実質的に剛直な接続を形成
する。結合要素１８は、第一の密封容器１４および第二の密封容器１６をカートリッジ内
での互いに対する実質的に固定された位置に保持する。
【０１２２】
　図３は、図１に示したのエアロゾル発生システム２で使用するための本発明の第二の実
施形態による、カートリッジを示す。この実施形態では、カートリッジ８の結合要素１８
は、弾性変形可能な弾性材料から形成され、中空の実質的な円柱形状を有する。
【０１２３】
　図３に示すように、結合要素１８の第一の端は、スナップばめ接続によって、ニコチン
供与源を含む第一の密封容器１４の端部に直接的に接続され、結合要素１８の第二の端は
、スナップばめ接続によって、第二の密封容器１６の端部に直接的に接続される。結合要
素１８は、第一の密封容器１４と第二の密封容器１６との間に実質的に剛直な接続を形成
する。結合要素１８は、第一の密封容器１４および第二の密封容器１６をカートリッジ内
での互いに対する実質的に固定された位置に保持する。
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